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み
な
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。
横
浜
地
方
裁
判
所
第

一
刑
事

部

の
山
崎
学

で
す
。
本

日
は
、
神
奈
川
大
学
法

学
部
設
立
四

〇
周
年

記
念

シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
と

い
う

記
念
す

べ
き
機

会

に
基
調
講
演
を
さ
せ

て

い
た
だ
き

、
誠

に
光
栄

に
思

っ
て
お
り
ま
す
。

さ

て
、
本

日

の
演

題
は
、

「法
学

教
育

へ
の
期
待
」
と

い
う

こ
と

で
す

が

(資
料
①

)
、
直

接
法

学
教
育

の
問
題

に
入
る
前

に
、
実

は
、

(
1

)

司
法

制
度
改
革

の
目
玉

の

一
つ
で
あ

る
裁
判
員

制
度
が
、
法
学

教
育
と
有
機
的

に
結
び
付

い
て
い
る
と
思

い
ま
す

の
で
、
裁
判
員
制
度

に

つ
い
て
、
ご
説
明
し
た
上
、
最
後

の
締
め
と

し
て

「
法
学
教
育

へ
の
期

待
」

を
お
話

し
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

(
2

)

演
壇

横

の

ス
ク
リ
ー

ン
を

ご
覧

下
さ

い
。

こ

の
ス
ク
リ
ー

ン
で
本
講
演

の
流
れ
を
申
し
上
げ
ま
す

(資
料
②

)
。
ま
ず
、
新

し
く
導

入

さ
れ
る
裁
判
員
制
度

の
概
要
を

「
裁
判
官
と
裁

判
員

の
協
働

裁
判
員
制
度

の
概
要
」

と

い
う

タ
イ
ト

ル
で
説
明
し
、
次

に

「
裁
判
員

制

度
導

入

の
意
義
」

を
明
ら

か

に
し
、
第

三
に
、

「裁

判
員
制
度

は
機
能
す

る
か
」

の
問
題
を

論
じ
、
最
後

に

「
法
学

教
育

へ
の
期
待
」

と

い
う

こ
と

で
、
裁
判
員

制
度

と
法
学
教
育

と

の
関
わ
り
合

い
を
中
心

に
お
話
し
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
な
お
、
時

間
が
許

し
ま
し
た
ら
、

質

問

の
時

間
を
取

り
た

い
と

思

っ
て

い
ま
す
。
ま

た
、
当
然

の
こ
と
と
は
言
え

、
本

日
申

し
上
げ

る
こ
と
は
、
私
個
人

の
意
見

で
あ
り

、

裁

判
所

の
公
式
見
解

で
は
な

い
こ
と

に
ご
留
意

下
さ

い
。

`

二

裁
判
官
と
裁
判
員
の
協
働
-

裁
判
員
制
度
の
概
要

(資
料
③
)

劒

裁
判
員
制
度
は
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
粛

に
関
す
る
法
律

(以
下

「裁
判
員
法
」
と

い
い
ま
三

に
よ

っ
て
、
創
設
さ
れ
た

G

制
度

で
、

二
〇
〇
九
年

(平
成

二

一
年

)

五
月
ま

で

に
施
行

さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。
裁
判
員
法

に
よ
り
ま
す
と
、

一
定

の
重

大
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事
件

(
「
死
刑

・
無

期

の
懲
役

・
禁
鋼

に
当
た
る
罪
」
、
又
は
、
「
法
定
合
議
事

件

で
故
意

の
犯
罪
行
為

に
よ
り
被
害
者
を
死
亡
さ
せ
た
罪
」

(
4

)

に
係

る
事
件

で
す
。
以

下

「
対
象
事
件
」

と

い
い
ま
す
。
)

に

つ
い
て
は
、
原
則
的

に
は

、
裁
判
官

三
名
及
び
裁

判
員

六
名

で
構
成
す

る

合
議
体

で
取

り
扱
う

こ
と

に
な

っ
て

い
ま
す

(裁
判

員
法

二
条

一
、

二
項
)
。
軽
微
事

件

で
は
な
く
、

一
定

の
重
大
事
件

を
対
象
事
件
と

し
た

の
は
、
重
大
事
件

に

つ
い
て
は
、
国
民

の
関
心
も
高
く

、
社
会
的
影
響
も
大
き

い
た
め
、
却

っ
て
裁
判
員

の
関
与

が
相
当
と

の
考
え

方

に
基
づ
く
も

の
で
す

。

裁
判
員
は
、
裁
判
官

と
と
も

に
、
対
象
事
件

の
審

理
に
立
ち
会

っ
た
上
、
結
審
後

は
評
議

・
評
決
を

行

い
ま
す

。
裁
判
員

が
判
断
す

る

事
項

は
、
対
象

事
件

に
関
す

る

「事

実

の
認
定
」
、

「
法
令

の
適
用
」

及
び

「
刑

の
量

定
」

(量
刑
)

で
す

(裁
判
員
法

六
条

一
項
)
。

「
事

実

の
認
定
」

と
は
、
刑

訴
法

三

一
七
条

に

い
う

「事

実

の
認
定
」
と

同
様

、

「刑
罰

権

の
存
否

及
び
範
囲
を
定

め
る
事
実
」

の
認
定
を

い

い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
主
と
し

て
犯
罪
事
実

の
認
定
を
意
味

し
ま
す

が
、

そ
れ
を
立

証
す

る
た
め

に
必
要
と

な
る
間
接
事
実

の
認
定
も

含
ま
れ
ま
す
。

「法

令

の
適

用
」
と
は
、

い
わ
ゆ
る

「法

令

の
あ
て
は
め
」

で
あ
り
、
裁
判
官

が
示

し
た
法
律

の
解
釈
を
前
提
と
し

て
、
認

(
5

)

定
し
た
事
実

が
そ
れ

に
該
当

す

る
か
否
か

を
判
断
す

る

の
で
す
。

「刑

の
量
定
」
と

は
、
被
告
人
を
有
罪
と
決

し
た
場
合
、
刑

の
種
類
と

量
を
決
め

る
こ
と

で
す
。
通
常
、
刑
法
等

の
実
体
法

が
定

め
る
刑

の
種
類

(懲
役

刑
か
禁

鋼
刑
か
な
ど
)
や
そ

の
幅

(法
定
刑

)

の
中

か

ら
、
種

々
の
事
情
を
考
慮

し
、
そ

の
事

案

に
最
も
適

切
な
刑
を
決

め
る
こ
と

に
な

り
ま
す

。

(
6

)

こ

の
よ

う

に

、
裁

判
員

は

、

三

名

の
裁

判
官

(う

ち

、

一
名

が

裁

判

長

)

と

と

も

に
、

少

な
く

と

も

二
、

三

日
間

、
重

大

事

件

の
審

理

(
7

)

に
立
ち
会

っ
た
上
、
評
議
を
行

っ
て

=
疋
の
結
論
を
出
す
わ
け

で
す
か
ら
、
肉
体
的

に
も
精
神
的

に
も
負
担

が
大
き

い
こ
と
は
否

め
ま

せ

ん
。
し
か

し
な

が
ら
、
裁
判
官
と
と
も

に
、
九
名
か

ら
成

る

一
つ
の
チ
ー

ム
を
作

り
、
実

の
あ

る
議
論
を
経

て
、
よ
り
良

い
結
論
を
導
き

出
す
協
働
作
業

と
考
え

れ
ば
、
少

な
く
と
も
心

理
的

な
負

担
は
軽
減

さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
「
人
を
裁
く
」

で
は
な
く
、

「事

件

や
行
為
を

裁
く
」
と
考
え

れ
ば
負
担

が
軽

く
な
る
と

い
う
考
え

方
も

あ
り
ま

す
。
肝
要
な

こ
と
は
、

こ
の
裁
判
員
と
裁
判
官

の
協

働
作
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業

を
如

何

に
充
実

さ

せ
る
か

で
す
。

で
、
若
干
触
れ
た

い
と
思

い
ま
す
。

協

働

関
係

の
樹
立

の
具
体
的
方
策

に

つ
い
て
は
、

四
の

「
裁

判
員
制
度

は
機
能
す

る

か
」

の
項
目
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三

裁
判
員
制
度
導
入
の
意
義

(資
料
④
)

裁
判
員
法

一
条

に
は
、
裁
判
員
制
度

の
目
的
と

し

て
、
「
司
法

に
対
す

る
国
民

の
理
解

の
増
進
と
そ

の
信
頼

の
向

上
」

が
掲
げ
ら
れ

て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
が
刑
事
裁
判

に
参
加
す

る
こ
と

に
よ
り
、
国
民

の
司
法

に
対
す

る
理
解
を
増
進
し
、
長
期

(8

)

的

に
み

て
裁
判

の
正
統
性

に
対
す

る
国
民

の
信
頼
を
高

め

る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も

の
で
す

。
も
ち

ろ
ん
、
現
在

の
刑
事

裁
判
が
根
本
的

に
機

能
不
全

に
陥

っ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
を
国
民

の
力
を
借
り

て
是

正
す

る
た

め
に
導
入
さ
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
逆

に
刑
事
裁
判

の
現
状

に
全
く
問
題
が
な

い
と
強
弁
す

る

の
も
無
理

が
あ

る
と

い
わ
ざ

る
を
得
ま
せ

ん
。
刑
事

裁
判

に
対
し
、
時
間

が
か
か
り

す
ぎ

る
、
事
実

の
認
定

に
偏
り
が
あ

る
、
量

刑
が
国
民
感
覚

か
ら
遊
離
し

て

い
る
等

の
批
判
が
あ

る

の
も
事

実

で
あ
り
ま
す
。

国
民

の
み
な
さ
ん
が
、
種

々
の
社
会
的
経
験

や
見
解
等

に
基
づ

い
た
、
多
角
的
な
視
点
か
ら

の
意
見
を
述

べ
合

っ
た
り
、
法
律

の
専
門
家

で
あ

る
裁
判
官
と
議
論

し
た
上

で
、
国
民

の
意
見
を
反
映

さ
せ
た
判
決
を
出
す

こ
と
が
、
従
前
、
十
分

に
は
姿
が
見
え

な
か

っ
た
司
法

に

対
す

る
国
民

の
理
解
を
増
進
さ
せ

る

(司
法

の
透
明
性

の
確
保
)
と
と
も

に
、
我
が
国

の
刑
事
裁
判
が
法

の
支
配

に
基
づ
き
堅
調

に
運
営

(
9

)

さ
れ

て

い
る
こ
と

へ
の
信
頼
を
高

め
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す

。

別

の
観
点
か
ら
述

べ
ま
す
と
、
国
民

の
み
な
さ

ん
が
、
主
権
者
と

し
て
、
今
ま

で
関
与

の
度
合

い
が
少
な
か

っ
た
司
法

の
分
野

に
携
わ

り

、
公
的
な
事
項
、

そ
れ
も
刑
事

裁
判
と

い
う

厳
し

い
場
面

に
お

い
て
、
様

々
な
利
益
、
価
値
観
、
基
本
的
人
権
等

の
衝
突
を
調
整
し
た

(
10

)

上

で

一
定

の
結
論
を
出
す
と

い
う

の
は
、
民
主
主
義

の
あ

る
べ
き
姿

の

一
つ
と
も

考
え

て
い
ま
す

。
例
え
ば
、
評
議
を
例

に
と

っ
て
み
ま
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し

ょ
う

。

み

な

さ

ん
は

、

裁

判

官

同

士

の
評

議

の
様

子
を

一
体

ど

の
よ
う

に

イ

メ
ー

ジ

さ

れ

て

い
ま

す

か

。

お

そ

ら

く

は

、

み
な

さ

ん

が

か
ん
か
ん
が
く
が
く

想
像

す
る
以
上

に
、
白

熱
し
た
、
侃

々
誇

々
の
議
論
を
経

て
結
論
を

出
し

て
い
ま
す
。
裁
判
員
制
度

の
下

で
は
、

こ
の
評
議

に
み
な
さ

ん

が
参

加
す

る

の
で
す
。

日
本
人

は
、
情

に
流

さ
れ
や
す

い
と

か
、
デ

ィ
ベ
ー
ト

に
不
慣

れ

で
あ

る
と
言

わ
れ

て
き
ま

し
た
が

、
今
後

は
、

み
な
さ
ん
が
評
議

の
場

に
お

い
て
、
国
民
相

互
、
あ

る

い
は
国

民
と
裁

判
官

の
問

で
白
熱

し
た
議
論
を
行

い
、
よ
り
良

い
結
論
を
出
す

の

で
す

。

い
わ
ば

、
評
議

は
、
裁
判
官

だ
け

の
秘
密

の
場
所

で
は

な
く
、

「
公
共
的
な
討
論

の
場
」

に
転
化
す

る

の
で
す

。
昨
今

の
は

や
り

言
葉
を
借
り

て
言
え

ば
、

「官

か
ら

民
」

で
は
な
く

、
「
官
」

か
ら

「
官
と

民

の
協

働
」

と

い
う

こ
と

に
な

る
か
も

し
れ
ま

せ
ん
。

先

週

(
二
〇
〇
五
年

一
二
月

一
一
日
)
、
最
高
裁
判
所

や
横
浜

地
裁

の
主
催

で
、

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

に
お

い
て
、

「
裁
判
員

制
度
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム

i

n

神
奈

川
」
が
行

わ
れ
ま

し
た

が
、
そ

の
主

催
者
挨

拶

の
中

で
、
淺

生
重
機
横
浜

地
裁
所
長

が
、

N

H
K

の
番

組

「
難
問
解

決

!

ご
近

所

の
底
力
」
1

こ
れ
は
、
近
所

の
住
民
が
知
恵

を
出
し
合

っ
て
周

辺

の
問
題
を
解
決

し
て

い
く
も

の
で
す

が
ー

の
よ
う

に
、
「
市

民

の
力
を
裁

判

の
場

で
も
生
か
し

て
も
ら

い
た

い
。
」

と
述

べ
て

い
た

の
も
、
同
様

の
考
え

方

に
基
づ

い
て

い
ま
す
。

四

裁
判
員
制
度
は
機
能
す
る
か

(資
料
⑤
)

次

の
問
題
は
、
裁
判
員
制
度
は
、
果
た

し

て
機
能
す

る
か
で
す

。
私

は
、
実
務
家

で
あ
り

、
現
役

の
刑
事

裁
判
官

で
す

か
ら
、
現
実
的

に
機

能
し
な

い
よ
う

な
制
度

で
は
仕
事

が
で
き
な

い
の
で
あ
り
ま

す
。
正
直

申
し
上
げ
ま
す
と

、
裁

判
員

制
度
導

入
が
決
ま

っ
た
段
階

で

は
、
私
も
危

惧
感
を
持

っ
て

い
ま

し
た
。

し
か

し
な

が
ら
、

そ

の
後

、
裁

判
員
裁

判

の
全
体
像

が
次
第

に
明
ら
か

に
な
り
、
ま
た
裁
判
員

制
度

へ
向

け
た
模
擬
裁
判
を
経
験
す

る
に

つ
れ
、

そ

の
危
惧
感

が
次
第

に
薄
れ
、
現
在

で
は
、
予
定

さ
れ

て
い
る
各
種
準
備
作
業
を
徹
底

(
11

)

し

て
進
め

る
こ
と

に
よ
り
、
十
分

に
機
能
す

る
と

の
結
論

に
達

し

て

い
ま
す
。
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ま
ず

、
裁
判
員

制
度

に
基
づ
く
模
擬
裁
判

の
経
験
か
ら
お
話
を

し
た
方

が
理
解

が
し
や
す

い
で
し

ょ
う
。
私

は
、
こ
れ
ま

で
こ

の
種

の

模
擬
裁

判
を
三
回
経
験
し

て

い
ま
す
。

一
回
目
は
、

二
〇
〇
四
月

一
一
月

二
七

日
に
桐
蔭
学
園

の
ポ

ロ

ニ
ア
ホ
ー

ル
に
移
築

さ
れ
た
旧
横

(
12

)

浜
地
裁
陪
審
法

廷

で
行

わ
れ
た
模
擬
裁
判

で
す

。
こ

の
模
様

は
、

二
〇

〇
五
年

二
月
に
N
H
K

ス
ペ
シ
ャ
ル

「
司
法
大
改
革

あ
な
た

は

人
を

裁
け
ま
す
か
」

で
放
映

さ
れ
ま
し
た
。

二
回

目
は
、
同
年

五
月

に
、
横
浜

の
法
曹

三
者

(横
浜

地
裁
、
横
浜

地
検

及
び
横
浜
弁
護

士

会
)

が
協

力
し

て
実
施
し
た
も

の
で
す
。

三
回
目

は
、
同
年

一
〇
月

に
横
浜

地
裁
内
部

で
実
施

し
た
も

の
で
す
。

一
回
目
は
桐
蔭
学
園

の

父
兄

の
方

々
に
、

二
回
目

は
横
浜
地
方
裁
判
所
委
員
会

の
委
員

の
方

々
に
、
三
回
目
は
裁
判

所
職
員

で
す

が
、
守
衛

さ
ん
、
電
話
交
換

士

さ
ん
な
ど
裁
判
事

務

に
直
接

関
わ

っ
て

い
な

い
方

々
に
、

そ
れ
ぞ
れ
裁
判
員

に
な

っ
て
も

ら

い
ま

し
た
。

私
は
、

一
、
二
回
目
は
、
裁

判

長
、
三
回
目
は
、
検
察
官
を

そ
れ

ぞ
れ
務

め
ま

し
た
。

三
回

の
模
擬
裁
判

で
は
、
殺
人
事
件
を
取
り
上
げ
ま

し
た
が
、

い
ず

れ
も

殺
意

の
有
無

、
正
当

防
衛

(過
剰

防
衛
)

の
正
否

及
び
量

刑

判
断
が
争
点

で
し
た
。
量
刑
判
断

は
、
多
少

の
バ

ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま

し
が
、
三
回
と
も

、
殺
意
を
肯

定
し
、
正
当

防
衛

(過
剰
防
衛

)
を

否
定
す

る
と

の
同

一
の
結
論

に
な
り
ま

し
た
。
私

が
驚

か
さ
れ
た

の
は
、
結
論

が

一
致

し
た

こ
と
や
有

罪

の
判
断
が
な
さ
れ
た
こ
と

で
は

な
く
、

評
議

の
質
が
非
常

に
高

か

っ
た
と

い
う

こ
と

で
し
た
。
多

少
荒
削
り
な
所

は
あ
り
ま
す

が
、
「
犯
行

の
動
機
」
、
「
犯
行

に
至

る
経

緯
と
犯
行

状
況
」

「
凶
器

の
性
状
」
、

「
犯
行
後

の
言
動
」
等

殺
意

の
有
無

を
決
す

る
た

め

に
、
我

々
実
務
家

が
重

要
と
思

っ
て

い
る
要
素

が
次

々
と
裁
判
員

の
方

々
か
ら
、
問
題
提
起

さ
れ
、

一
つ

一
つ
議
論

に
な

っ
て
い
く
こ
と

に
、
驚
か
さ
れ
た

の
で
す
。
と
り
わ
け
、
第

一

回
目

の
模
擬
裁
判

で
は
、
評
議

の
冒
頭

で
は
、
殺
意

を
認
め
る

べ
き
と

い
う

裁
判
員
は

一
人

で
し
た
が
、
議
論
を
し

て

い
く
う

ち
、
次
第

に
他

の
裁
判
員
が
意

見
を
変
え
、
最
後

に
は
、
大
半

の
裁
判
員

が
殺
意
を
肯
定
す
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。
私
を
含

め
た
裁
判
官
た
ち

は
、

裁
判
員

の
方

々
に
自

由

に
意

見
を
述

べ
て
も
ら
う

こ
と
を
最
優
先

目
標
と

し
て

い
た
た
め
、
発
言
を

で
き

る
限
り
、
控
え

て

い
ま
し
た
が
、

そ
れ

が
杞
憂

で
あ

っ
た

の
で
す
。
評
議

の
最
中
、
私
た
ち
裁
判
官

同
士

の
評
議
と
同
じ
だ
と
内
心
感
嘆
す

る
場
面
が
多

々
あ
り
ま
し
た
。
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な

ぜ
、
初

め

て
の
経
験

で
あ

る
に
も

か
か
わ

ら
ず

、
裁
判
員

の
方

々
に
、
我

々
が
驚
く

よ
う
な
議
論
が

で
き
た

の
で
し

ょ
う

か
。
こ

こ

で
は
、
裁
判
員

の
最
も

重
要
な
職
務

で
あ

る
、
事
実

の
認
定

を
例

に
と

っ
て
考
え

て
み
ま
し

ょ
う

。
そ
れ
は
、
事

実
認
定

の
手
法

が
、
慣

れ
な

い
裁
判
員

一
人

一
人

が
審

理
に
出
席

し
す
ぐ

さ
ま
実

践

で
き

る
ほ
ど
簡

単
な
も

の
で
は
な

い
に
せ
よ
、
裁
判
員
六
名
と
裁
判
官

三
名

に
よ
る
合
議
体

が
あ

る
程
度

の
時

間
を

か
け

て
評
議
を
経

る
こ
と

に
よ
り
適
正
な
結
論
を
導
き
出
せ

る
通
用
性

・
普
遍
性
を
持

っ
て

い
る

か
ら

で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。

こ

の
事
実

認
定

の
通
用
性

・
普

遍
性

の
中
に
、
本

日
の
講
演

の
テ
ー

マ
で
あ

る

「
法
学
教
育

へ
の
期
待
」

に
結
び
付
く

ヒ
ン
ト
が
あ
る

の
で
す
が
、

そ

の
点
は
後

で
触

れ
る
こ
と

に
し
、

こ
こ
で
は
、
事
実
認
定

に

つ
い
て
少
し

お
話
を
さ
せ

て

い
た
だ
き
ま
す
。
事

実
認
定
は

具
体
的

に
ど

の
よ
う

に
行
わ

れ
る

の
で
し

ょ
う

か
。
少
し
難
し

い
用
語

で
言
え
ば
、
事
実
認
定
と
は
、
経
験
則

・
論
理
則

に
基
づ
く
判
断

に
よ
り
行

う
も

の
で
す
。
例
え

ば
、

「
早
朝
自
分

の
家

の
ド

ア
を

開
け

る
と
、
昨
晩
就

寝
す

る
際

に
は
な
か

っ
た
雪
が
、
庭

一
面

に
あ

っ

た
。
」
と

し
ま
し

ょ
う
。

こ

の
場
合
、
通
常

は
、
誰

で
も
、
就
寝
後

雪
が
降

っ
た

の
だ

な
と
事
実
認
定

す
る

で
し

ょ
う
。
と

こ
ろ
が
、
裁

判

の

一
方
当
事
者

が
、

「
雪
が
降

っ
た

の
で
は
な
く

、
A
さ
ん
が
北
海
道
か

ら
雪
を
運

ん

で
き

て
、
雪
を
庭

一
面

に
ま

い
た
。
」

と
主
張
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
主
張

が
正

し

い
か
否
か
、
ど
う

や

っ
て
、
し
か
も

、
証
拠

に
基
づ

い
て
判
断
し
た
ら

よ

い
で
し

ょ
う
か
。

こ
こ
は
、

本
当

は
、

み
な
さ

ん
に
質

問
し
た

い
と

こ
ろ
で
す

が
、
判
断
す

る
材
料
を
幾

つ
か
挙
げ

て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
、
①

雪
は
、
そ

の
家
だ
け

に
あ

っ
た

の
か
否
か
、
②

A
さ
ん
が
、
北
海
道

か
ら
雪
を
運

べ
る
機
会

・
方
法
は
あ

っ
た

の
か
、
③

昨
夜
、
雪
を
降

ろ
し

て
ま

い
た
よ
う

な
物

音
は
し
な
か

っ
た

か
、
④

雪
質
は
、
北
海
道

の
雪
か
等

々
、
様

々
な
事
実
関
係
を
調

べ
れ
ば
、
自
ず
と
答
え
は
明
ら
か

に
な

る
の
で

は
な

い
で
し

ょ
う
か
。
し
た
が

っ
て
、
通
常
は
、

「
早
朝

、
就
寝
時

に
は
な
か

っ
た
雪
が
庭

に
あ

っ
た
。
」
↓

「就
寝
後

雪
が
降

っ
た
。
」
と

認
定

す
る

の
が
、
経
験

則
、
論
理
則

に
基
づ
く
事

実
認
定

で
す
。

し
か

し
な
が
ら
、
先
程
検
討

の
素
材
と

し
て
挙
げ
た
よ
う
な
事

実
を
確

か
め

る
う
ち

、

A
さ
ん
が
雪
を
ま

い
た
と

い
う
事
実

を
少
な
く
と
も
否
定

で
き

な

い
と

い
う

こ
と

に
な

れ
ば

、
「
早
朝

、
就

寝
時

に
は
な



212神奈川法学第39巻 第2・3号2007年(369}

か

っ
た
雪
が
庭

に
あ

っ
た
。
」
と

い
う
事

実
か
ら
、

「
就
寝
後
雪

が
降

っ
た
。
」

と

い
う
事

実
を
推
定

(推
認
)

で
き
な
く

な
り
ま
す
。

こ

れ
と

て
も

、
経
験
則
、
論
理
則

に
基
づ
く
判
断

で
す
。

こ
れ
が
、
事
実
認
定

で
す
。
す
な
わ
ち
、
事
実
認
定
と
は
、

一
見
す

る
と
難
し

い

が
、
実
は

そ
れ

ほ
ど
特
異
な
も

の
、
あ

る

い
は
高
度

の
専

門
的
知
識
を
有
し

て
い
な

い
と

で
き
な

い
も

の
で
は
な

い
の
で
す
。

み
な
さ
ん

が
、

日
常
行
動
す

る
際

に
、
繰
り
返
し
無
意
識

の
う
ち

に
行

っ
て
い
る
経
験
則
、
論
理
則

に
基
づ
く
判
断
を
改
め

て
組
上

に
載
せ

て
議
論

す

る

こ
と

に
よ
り
、
事
実
が
自
然
と
明
ら
か

に
さ
れ

る

の
で
す
。

今

我

々
裁
判
官
が
課
題
と
感
じ

て
い
る
こ
と

は
、
専

門
家

で
あ

る
裁
判
官
と
、

そ
う

で
な

い
裁
判
員
が
評
議
を
す

る
際

に
、
裁
判
員

の

方

々
が
自
由
闊
達

に
意
見
を
述

べ
、
裁
判
員
と

の
真

の
意
味

で

の
協
働

が
で
き

る
か
と

い
う

こ
と

で
す
。

こ

の
問
題
は
、
現
在
裁
判
所
部

内

で
も
、
研
究
を
し

て

い
る
と

こ
ろ
で
す

が
、
裁
判
員

が
発
言

し
や
す

い
雰
囲
気
作
り
を
す

る
こ
と
が
最
も
重
要

で
す
。
特

に
、
裁
判
長

が

で
き

る
限
り

】
人

}
人

の
裁
判
員

に
自
然

な
形

で
意
見
を
言

っ
て
も

ら
う

よ
う

な
評
議

の
運
営

が
で
き

る
か

に
係

っ
て

い
る
と

い
え

る

で
し

ょ
う
。

五

法
学
教
育

へ
の
期
待

(資
料
⑥
)

以
上
縷

々
述

べ
て
き
ま

し
た

こ
と
を
踏
ま
え

て
、
法
学
教
育

へ
の
期
待
を
述

べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
程

の
N
H
K
で
放
映
さ
れ

た
模
擬
裁

判
を
例

に
と

れ
ば

、
当
初
裁
判
員

六
名
中

一
人

の
主
婦

の
方
だ
け

が
異

な

っ
た
意
見
を
述

べ
て
い
ま

し
た
が
、
評
議
を
経

る
こ

と

に
ょ
り

、
こ

の
方

の
意
見

が
多
数
意
見

に
な

っ
て

い
き
ま

し
た
。

こ

の
方

は
法
学
部
出
身
者

で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
実

に
、
事
実

の
捉

え

方
が
的
確

で
す

し
、
積
極
的

に
説
得
力
あ

る
意
見
表

明
が
で
き

る

の
で
、
他

の
裁
判
員

に
賛

同
者

が
増
え

て

い
く

の
で
す
。
そ

の
後

の

模
擬
裁
判

で
も

、
評
議

の
核
と

な
る
よ
う
な
裁
判
員

が
必
ず
現

れ
る

の
で
す
。

こ
れ
ら

の
方

々
は
、
私
か
ら
見
る
と
、
資
料
⑥

に
書

い
て
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あ

る
よ
う
な

、
「法

的
素
養

(
リ
ー
ガ

ル

マ
イ

ン
ド
)
」

「論
理
的
思
考
力
」

「
説
得
的

な
意

見
表

明
」

が
自
然
と
身

に

つ
い
て

い
た

の
だ
と

思

い
ま
す
。

そ

の
意
味

で
、
中
学
校
、
高
等
学
校

の
学
校

教
育

に
お

い
て
、
法
的
な
物

の
考
え
方

の
基
本
を

教
え

る
こ
と
は
、
重
要
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す

。
さ
ら
に
、
法
学
部

や
法
科
大

学
院

に
お

い
て
、
法
的
素
養

・
論
理
的
思
考
力

を
持
ち
、
説
得
的

に
意

見
表
明
が

で
き

る
よ
う
な

(
13

)

国
民
を
育

て

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り

一
層
質

の
高

い
裁
判
員

制
度

の
運
用
が

で
き

る
も

の
と
期
待

し

て
い
ま
す
。

実

は
、
私

は
、
平
成

一
〇
年
度
か

ら
八
年

間
ほ
ど
、
早
稲
田
大
学

で
、
非
常
勤
講
師

と
し

て
刑
訴
法

の
ゼ

ミ
を
持

っ
て
い
ま
す
。
私

の

ゼ

ミ
で
は
、
少

々
自
慢
話

に
な
り
ま
す

が
、
今

の
法

科
大
学
院
教
育

で
導
入
さ
れ

て

い
る
よ
う

な
教
育

方
法

・
授
業
方
法
を
採
用

し
て

い

ま
す
。

そ
れ

は
、
第

一
に
、
事
実
関
係
を
徹
底
的

に
重
視
す

る
こ
と

で
す
。
重

要
判
例
を
授
業

の
対
象

と
す
る
場
合

で
も

、
直
ち

に
法
解

釈
を
議
論
す

る
前

に
、
事
案

の
概
要
を
き

ち
ん
と
把
握

し
、
な
ぜ

こ
の
よ
う

な
事
実

の
流
れ

に
な

っ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
こ
と

か
ら
始

め
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
単

に
事
実
関
係

を
時
系
列

で
追
う
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば

、

一
つ
の
捜
査

経
緯

を
前

提

に
、
な
ぜ
捜
査
官
は

こ

の
よ
う
な
態
度
を
取

っ
た

の
か

、
令
状
裁

判
所

は
こ
れ

に
対
し
、
な
ぜ

こ
の
よ
う

な
対
応

を
し
た

の
か
等

、
学
生

に
対
し
、
具
体
的

に
質

問
を

ぶ

つ
け
な
が
ら
、
事
実

の
流
れ
を
検

証
す

る
の
で
す
。
第

二
に
、
知
識

に
頼
ら
ず

、
な
る

べ
く
自

分

の
頭

で
考
え

る
こ
と
を
修
得

さ

せ
ま
す
。
私
が
質
問
を
す

る
と
、
答
え

に
窮

し
た
学
生
は
、
ま
ず
教
科
書
を
頼

ろ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
、
私

は
、
「
教
科
書

に
は
書

い
て
な

い
。
今
、
私

が
し
た
基

本
的

な
説

明
を
基

に
自

分

で
考
え

て
み
な

さ

い
。
そ
ん
な

に
難

し

い
こ
と
は
聞

い
て
い
な

い
。
」
と
言

っ

て
教
科
書
を

閉
じ
さ
せ
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う

に
、
事

実
は
ど
う
だ

っ
た

の
か
、
な
ぜ
そ
う

な

る
の
か
、
徹
底
的

に
質
問
を
し
、
学
生

に

答

え

さ
せ
、
さ
ら
に
議
論
を
深

め
る
と

い
う
形
式

で
二
年
間
ゼ

ミ
を
行
う

と
、
学
生
達

は
ど

の
よ
う

に
成
長
す

る
で
し

ょ
う

か
。

ゼ
ミ
に

入

っ
た
三
年

生
初
期

の
段
階

で
は
、

一
、

二
名

の
学
生
を
除
き
、
ほ
と

ん
ど
、
私

の
質

問

に
は
答
え

ら
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
あ
き
ら

め

ず

に
質

問
を

し
続
け
ま

す
と

、
四
年

生

の
半
ば
く
ら

い
に
な

る
と
、
半
分
く
ら

い
の
学
生
が
、
積
極
的

に
意
見
を
述

べ
る
こ
と

が

で
き

る
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よ
う

に
な
り
ま
す
。
中

に
は
、
私

の
気

づ
か
な
か

っ
た
視
点
か
ら
意
見
を

述

べ
る
学
生
も
出

て
き
ま
す
。

こ
う

な
る
と

し
め
た
も

の
で
す
。

な
ぜ
、

こ
の
よ
う

な
教
育

方
針
を
取
る

の
か
と
申

し
ま
す
と

、
如
何

に
難
し
く
、
か

つ
、
新
し

い
問
題
も

、
法

的
思
考
力

や
論

理
的
思

考
力
を
身

に
付

け
て

い
れ
ば
、
基
本
的
知

識

・
思
考

を
汎

用
化
す

る
こ
と

に
よ
り
、
解
決
す
る

こ
と
が

で
き

る
か
ら
で
す
。

よ
く
学

生
に

言
う

の
は
、

「
社
会

で
起
き

る
事
象

や
法
律

問
題
と

い
う

の
は
、
絡
ま

っ
た
糸

の
よ
う

に
丸
ま

っ
て
し
ま

っ
て

い
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
を

(
14

)

解
き

ほ
ぐ

し

て
い
く
と
、
実

は

一
本

の
糸

に
な

る
。
法
的
問
題

の
解
決
も

同
じ
だ

。
将
来
的

に
、
複
雑
困
難
な
問
題
を
解

く
た
め
に
、
今

は
基
本
的

な
知
識
を
得

る
と

同
時

に
、
思
考
方
法

を
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
し

て

い
る

の
だ
。
」

と

い
う

こ
と

で
す

。

一
つ

一
つ
こ

の
よ
う

な
作

業
を
続
け

、
最
終
的

に
は
、
自
然
と

三

つ
の
要
素

(資
料
⑥

参
照
)
を
備
わ
ら
せ

る
の
が
、
私

の
ゼ
ミ

の
最
終
目
的

で
し
た
。
法
曹
育

成

の
拠
点

は
、
今
後

は
法
科
大

学
院

に
な
り
ま
す
が
、
法
学

部

に
お

い
て
も

、
法
的
な
思
考
力
と
か
常
識
的
な
判
断
を
行

い
、
そ

の
過
程

を

自
分

の
言
葉

で
表

現

で
き

る
学
生
を
ぜ
ひ
育

て
て

い
た
だ
き

た

い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
が
、
法
教
育

、
と
り

わ
け
、
大
学

の
法
学
部

に
お

け

る

「法

学
教
育

へ
の
期
待
」

で
す
。

み
な
さ
ん

の
お
手

元

に
は
、
裁
判
員

制
度
を
説
明
し
た
、
最
高

裁
判
所
編

「
裁
判
員
制
度
ブ

ッ
ク
レ

ッ
ト

は
じ
ま

る
!
私
た
ち

が
参

加
す

る
裁
判
」

(
二
〇
〇
五
年

一
〇
月
発
行

)
を
お
配
り
し

て
お
り

ま
す
。

こ

の

一
番

最
後

の
ペ
ー
ジ
に
裁
判
員
制

度

の
キ

ャ

ッ
チ

・
フ

レ
ー
ズ

が
載

っ
て
お
り
ま
す
。

「
私

の
視
点

、
私

の
感
覚

、
私

の
言
葉

で
参
加

し
ま
す
。
」

こ
れ
が
裁
判
員
制
度

の
原
点

で
す
。
私
と
し

て

は
、
法

学
部
教
育

に
お

い
て
、

「
私

の
視
点

、
私

の
感
覚
、
私

の
言
葉

で
参

加
」

で
き

る
よ
う

に
、
自
由

に
意
見
表

明
を
し
た
り
、
論

理

的

に
物
を

考
え

る
こ
と
が

で
き

る
学
生
を
、
ど
う
ぞ
、
増

や
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

以

上

(質
疑
応
答
[は
省
略
)
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(1
)
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
は
、
「法
や
司
法
制
度
は
、
本
来
は
、
法
律
専
門
家

の
み
な
ら
ず
国
民
全
体
が
支
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
上
、
今
後
は
、

司
法
参
加
の
拡
充
に
伴

い
、
国
民
が
司
法

の
様

々
な
領
域
に
能
動
的
に
参
加
し
そ

の
た
め
の
負
担
を
受
け
入
れ
る
と

い
う
意
識
改
革
も
求
め
ら
れ
る
」
、

「学
校
教
育
を
始
め
と
す
る
様

々
な
場
面
に
お
い
て
、
司
法

の
仕
組
み
や
働
き
に
関
す
る
国
民
の
学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
」
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
同
意
見
書
の
趣
旨
を
受
け
て
法
務
省
に
設
け
ら
れ
た

「法
教
育
研
究
会
」
は
、
二
〇
〇
四
年

一
一
月

「我
が
国
に
お
け
る
法
教
育
の
普
及

・

発
展
を
目
指
し
て
-
新
た
な
時
代
の
自
由
か

つ
公
正
な
社
会
の
担

い
手
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
ー
」
と
題
す
る
報
告
書
を
公
表
し
た
。

(2
)
本
稿
末
尾
添
付
の
資
料
①
～
⑥
が
当
日
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
映
像
で
あ
る
。

(3
)
裁
判
員
法
附
則

一
条
に
よ
る
と
、
裁
判
員
法
は
、
公
布

の
日
で
あ
る
平
成

一
六
年
五
月
二
八
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お

い
て
政

令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

(4
)
裁
判
員
対
象
事
件
で
あ

っ
て
も
、
事
実
に
争

い
が
な
く
、
内
容
等
か
ら
し
て
適
当
と
認
め
る
事
件
は
、
裁
判
官

一
名
及
び
裁
判
員
四
名
か
ら
成
る
合
議

体
で
審
理
及
び
裁
判
を
す
る

(裁
判
員
法
二
条
三
項
)
。

(5
)
例
え
ば
、
殺
害
目
的
で
致
死
量
に
達
し
な

い
毒
薬
を
飲
ま
せ
た
事
実
が
認
定
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
と
、
そ
の
行
為
が
、
刑
法

一
九
九
条

に
い
う

「殺
人

罪
の
実
行
行
為
に
当
た
る
か
否
か
。
」
を
判
断
す
る
の
が
、
法
令

の
適
用
で
あ
る
。
「事
実

の
認
定
」
と

「法
令
の
適
用
」
は
、
表
裏

一
体
で
あ

っ
て
切
り

離
せ
な

い
た
め
、
法
令

の
適
用
も
、
裁
判
員
の
関
与
す
る
判
断
事
項
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(6
)
最
高
裁

の
試
算
に
よ
る
と
、
約
七
割

の
対
象
事
件
は
、
三
日
以
内
に
審
理
を
終
え
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

(7
)
も
ち
ろ
ん
、
裁
判
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
に
差
し
支
え
る
な
ど
と

い
う
経
済
的
な
負
担
も
あ
る
が
、
こ
の
点
は
、
現
在
、
選
任
手
続

や
連
続
的
開
廷

の
運
用
に
よ

っ
て
、
負
担
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
よ
う
な
制
度
設
計
が
進
ん
で
い
る

(最
高
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「裁
判
員
制
度
」
参

照
)。

(8
)
「解
説

・
裁
判
員
法

・
立
法

の
経
緯
と
課
題
」
池
田
修

(弘
文
堂
)
二
頁

(9
)
刑
事
裁
判
プ

ロ
パ
ー
の
問
題
に
限
局
す
る
と
、
書
証
に
依
存
し
た
精
密
司
法
か
ら
脱
却
し
、
核
心
司
法

へ
変
貌
す
る
原
動
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

(
10
)
一司
法
の
民
主
化
と
裁
判
員
制
度
ー
裁
判
官
に
期
待
さ
れ
る
も

の
ー
」
井
上
達
夫

・
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

・
司
法
研
修
所
論
集

一

一
四
号

一
〇
四
頁
以
下
参
照
。

(11
)
本
講
演
後
、
釧
路
地
裁
に
転
勤
と
な
り
、
釧
路
地
裁
で
も
三
回
の
模
擬
裁
判
を
経
験
し
、
益
々
裁
判
員
制
度
が
現
実
的
に
も
機
能
す
る
と
確
信
す
る
よ

う
に
な

っ
た
。
む
ろ
ん
、
充
実
し
た
分
か
り
や
す

い
審
理
や
裁
判
員
が
自
由
闊
達
に
意
見
を
述
べ
合
う
評
議

の
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
幾
多

の
創
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意

工
夫
す

べ
き

問
題
点
が
あ
り
、
法
曹
三
者

に
お

い
て
、
国
民

の
声
を
反
映
し
な
が
ら
研
究
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

(
12
)
桐
蔭

横
浜
大
学
法
科
大
学
院
が
、
桐
蔭
学
園
創
立

四
〇
周
年

記
念
行
事

の

一
つ
と
し
て
企
画
し
、
同
学
園
メ

モ
リ
ア
ル
ア
カ
デ
ミ
ウ
ム

「
ポ

ロ
ニ
ア
ホ
ー

ル
」

に
移
築

さ
れ
た
旧
横
浜
地
裁
陪
審
法
廷

で
行
わ

れ
た
。

(
13
)
米
倉
明

早
稲

田
大
学
大

学
院
法
務
研
究
科
教
授

は
、

「
お
よ
そ
法
学
部
教
育
を
受
け
な

い
と
、
リ
ー
ガ

ル

マ
イ

ン
ド
は
養
成
さ
れ
得
な

い
な
ど
と

い
う

の

は
、

い
い
過
ぎ

で
は
な

い
か
と

い
う
気

が
す
る
。

『
論
理
的

思
考
力
』

(そ

の
養
成
)
と

い

っ
て
み
て
も
、

い
や
し
く
も

『学

問
』
と

い
う

か
ら

に
は
論
理

が
な

い
は
ず

は
な
く

、
そ

の
学

問
を
履
修

し

て
き

た
人

々
に
論
理
的
思
考
力

が
養
成

さ
れ
て

い
な

い
と

は
考
え
ら

れ
な

い
」

と
主
張

さ
れ

る

(戸
籍
時
報

五

八

一
号

二
二
頁
)
。

し
か
し
な
が
ら
、
法
教
育

や
法
学

部
教
育

を
受
け

た
者

と
そ
う

で
な

い
者

を
比
較
す

る
と
、
前
者
が
、

リ
ー
ガ

ル
マ
イ

ン
ド
や
論
理

的
思
考
力

に
よ
り
優
れ

て

い
る
と
感
じ
る

の
は
、
私
だ
け
だ

ろ
う
か
。

(
14
)
故

我
妻
栄
博
士
は
、

「
教
科
書

は
、
暗

記
す
る

の
で
な
く
、

理
解

し

て
読
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
」
、
「
理
解

し

て
読
む
と
は
、
ま
ず
書

い
て
あ
る

こ
と

は
ど
う

い
う
意
味

か
理
解

し
、
次

に
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を

い
う

の
か
、
を
考
え
る
こ
と

で
あ

る
。
」
と

し

(我
妻
栄

〈
遠
藤
浩

11
川
井
健
補
訂

〉

『
民
法

案

内

-

私
法

の
道
し

る

べ
』
勤
草
書
房

二
五
頁

)
、
ま

た
、
以
上

の
程
度

の
理
解
を
し

て
も

、
そ
れ
は

「定

義
的

説
明
」

が
十
分

に
理
解

さ
れ
た
だ
け

で
、
本
質

の
理
解
と

は

い
え
ず

、
さ
ら
に
、
法
概
念

の

「
本
質

の
究
明

に

つ
と
め
」
、
、
本
質
を
発
展
的

に
理
解
す

る
」

こ
と

が
重
要

で
あ
る
旨

説

い
て
い

る

(同
書

二
八
頁

～
三

二
頁
)
。

こ
の
本
は
、
学

生
時
代

に
初

め

て
読

み
、
感
銘
を
受
け
た
が
、
法
曹
と
し

て
齢
を
重
ね
た
現
在
も

、
至
言

で
あ

る
と
改
め

て
感
じ
る
。

(373)
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法学教育への期待

一裁判舞 嬢 あ導漏 詠 姓℃

横 漢地 裁 、u」崎 掌

、 、 瓢

竃

資料①

本講演の流れ

1、裁判黄と裁判嘗の協働一裁判黄需峻 の概褻

蕊 裁判難 膿 導みの慧義

黛.、餓判灘 鍍 ぱ機能す為か

竃 法攣教欝への期欝

鼠…質悶鐸鴨ナー'

拠講 言燃

資料②
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裁 覇 員 と裁 判 嘗 ⑳ 協 灘

一 戴 覇 員 辮渡 の 概 要

磯裁i糊薦6名 十裁灘 嘗3名 ・

劇裁判 黄 ⑳役翻 ・仕 箏 、'.、 、

、'裁 判へ ⑳ 堂褻',£

解議 ・評 決t'・

磯藏 判 藁 の 寧壕断 事 項 、 ・
'"轡 羅

・無 羅'
,、

㌦ 相 轟 な鋼 ⑳ 確 建
.'

瀞 凝 ぎ雪諦-

資料③

裁判員綱度導入の意義
醸潟法に対する理解の壊滋 ・備韓の向上

轡国疑窪らがa魑 鶏のため勇覇法を璽現
'磯公共】的な事綱を圏民麹らが解決

磯公共的欝論の場

£・無警聾灘

資料④
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裁鋼 員鋼度 は機能するか.

.趣有罪 無畢 量荊判輝
全て 嫁 事....か 療始 糞る1

'撫維 翻 論 騨 爆 欝く嗣断
・ 、、・、幽撲 擬 裁 糊φ 経騨 か ら "

塾壌.

農
自舟
証Wピ}凱

資料⑤

法学教育への期待

趣法 麟素 養 くり一 ガルマインド〉の瀕養

蜘論 曝釣な思考 ジゴ ㌦、

轡説得釣な慧=髭表購 蟹儀
灘。

1鷲∵

資料⑥


